ぴき り ゆ-つ 

むかし、 あると ころに 一疋の 竜が すんで いました。 

ひじょう たいそう おそ 

力が 非常に 強く、 かたち も 大層 恐ろしく、 それに はげ 

どく 

しい 毒 を もっていました ので、 あらゆるい きものが こ 

あ うしな 

の 竜に 遭えば、 弱い もの は 目に 見た だけで 気 を 失つ 

たお どくけ し 

て 倒れ、 強い もので も その 毒気に あたって まもなく 死 

んで しまう ほどでした。 この 竜 は あるとき、 よい ここ 

おこ わる 

ろ を 起して、 これから はもう 悪い こと をし ない、 すべ 

てのもの をな やまさない と 誓いました。 

しず ちと 

そして 静かな ところ を、 求めて 林の 中に 入って じっと 

道理 を 考えて いました がとうと うつかれ てね むり まし 

た。 



ぜんたい へび 

全体、 竜と いう もの はねむ る あいだ は 形が 蛇の ように 

なる のです。 

この 竜も睡 つて 蛇の 形に なり、 からだに はきれ いなる 

り 色 や 金色の 紋が あらわれて いました。 

リ ようし ども 

そこへ 獵師 共が 来まして、 この 蛇 を 見て びっくり する 

ほどよろ こんで 云いました。 

めず かわ おうさま さ 

「こんなき れいな 珍ら しい 皮 を、 王様に 差し あげて か 

リ P ま 

ざリ にして もら つ たら どんなに 立派だろう ご 

そこで 杖で その 頭 をぐ つ とおさえ 刀で その 皮をはぎ は 

じめ ました。 竜 は 目 を さまして 考えました。 

「おれの 力 はこの 国 さえ もこ わして しまえる。 この 



獵師 なん ぞ はなんで もない。 いまおれ がいき を ひとつ 

どく し 

すれば 毒に あたって すぐ 死んで しまう。 けれども 私 は 

さっき、 もう わるい こと を しないと 誓った しこの 獵師 

を ころした ところで 本当に か あいそう だ。 もはや この 

からだ はなげす てて、 Y J ら えて Y J ら えて やろう。 」 

す つ かり 覚悟が きまり ましたので 目 を つぶ つ て 痛い の 

どく 

を じっと こらえ、 また その 人 を 毒に あてない ようにい 

きを こらして 一 心に 皮をはがれながら くやしい という 

こころさえ 起しませんでした。 

獵師は まもなく 皮をはいで 行つ てし まいました。 

竜 はい ま は 皮の ない 赤い 肉ば かりで 地に よこたわり ま 
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